
三
主主主書ヰf リ三/ヲF 言苔とこ了一一ト言吾 OJ

女寸只震否汗ヲ宅 ( 1 ) 

一云圭言白勺5'l<三芳ミ尋隻王毘について 〈奉売〉

~ 滋賓 Eヨ ヨ手E

考察

用例を検討してみると、動作主(第三者)の意志を話し手が推量している

もの(例文 5、 6)と、動作主の意志に関係が無いものの 2種に分類するこ

とが出来る。そして、動作主の意志に関係が無いものは、 1)単なる未来の代

用(例文 4、 10) 、 2)近接未来(例文 2、 3、 7)、 3)予定を表しているも

のに、するはずである J (例文 1、 8、 9)の 3種に細分できる。

B. munan +不定詞

例文 11 Lc.10-1 

MET主 H TαÛTα 占 ν tðEl~EV O κUPlO雪 tTtpovc ~ßðo μ 時κoνTα ðúo καI 

占πEσTεtλEVαOTOU宮占va duo duo πpd 7rpO σ品πovαUTOU d cπaσανπ6λlV καI 

TO7rOV oii 背μελλεναOTdc'{PXEC16αl. 

μt λλωEρXO  μαt 

直能未過 3単 不中現

来る

Afarut-tan tata ustaiknida frauha jah antarans sibuntehund jah 

insandida ins twans roanzuh faura andwairtja seinamma in all baurge 

jah stade， tadei munaida is gaggan. 

munan gaggan 

直能過 3単 不

来る

その後、主はほかに 72人を任命し、御自分が丘三」之主--'2のすべての町や村

に二人ずつ先に遣わされた。
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r 例 文 12 Lc.19-4 

~alπpo l> pa μ 品ν El ç Tb ~μ 1Tρoσ 6EV avlllηt  πIσuκo μopl ανYναldUαuTb ν 

百T1 l κE(VηE背μEλλE νdltpxεσe α1. 

μt λλωdllpxo  μαt 

直能未過 3単 不能現

通過する

jah bitragjands faur usstaig ana smakkabagm， ei gaseroi ina， unte is 

and tata munaida 

munan 

tairhgaggan. 

tairhgaggan 

直能過 3単不

通過する

それで、イエスを見るために、走って先回りし、いちじく桑の木に登った。

そごを通り過ぎようとしておられたからである。

471]文 13 Jh.6-15 

• 1ησoOc ovv rνoむ雪百TI μtλλouσtν ~PXE σeαt κα1 apπat ElναuTb νYνα 

μt λλω ~pxo μαt 

直能現 3複不中未来

来る

占pπatω

不能現

連れ去る

π01時σωσtνβασtλtα，占vεx品pησEνπdλIVεI宮 Tb opo雪 aUTbcμ6νoc.

it Iesus kunnands tatei munaidedun usgaggan jah wi1wan <ina> ei 

munan usgaggan wilwan 

直能過 3複 来る 連れ去る

fawidedeina ina du tiudana， afiddja aftra in fairguni is ains. 

イエスは、人々が丞エ、自分を王にするために連れて行ごうとしているのを

知り、ひとりでまた山に退かれた。

例文 14 Jh.14-22 
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AlYE I aIlTI;I ・Ioudα雪 o占x b ・ Iσ lI: apl~Tη雪・ κ6ρ lE.， "αT(  ylyovεν 百TI

骨μtνμEλλEICμ申αν(rEIνσεαVTdvκα1 oIlxl TI;Iκ6σμω; 

μt λλωE  μctαν(rω 

直能現 2単不能現

示す

taruh qat imma Iudas. ni sa Iskarjotes: frauja. Na wart. ei unsis 

munais gabairhtjan tuk si1ban. it tizai manasedai ni? 

munan gabairhtjan 

直能現 2単表す

イスカリオテではない方のユダが、 「主よ、わたしたちには御自分を翠主主

ユよ三主主L丞のに、世にはそうなさらないのは、なぜでしょうか」と言った。

考察

例文 11から 14まで全てが動作主の意志を表している。

C. haban +、不定詞

例文 15 Mc.lO-32 

'Haaν8主 EνTil bdl;l 占νa/la(VOVTE雪 Elc ・Iεpoσ6λuμα，応αI 奇νπpoayων

αIlTOU雪 b ' 1ησ00雪， κα1 leαμ/l00νTO. 01 8~ 占κoλOVeOOVTO.ιal 万αpαλαβ品ν

πdλtνTOIJC ð~ðεκα 背p~aToαÙTOl雪 λ lYEIV T邑 μtλλoνTααIlTI;Iσuμ日α(VEIν.

μt λλω 

現分中複対

συμ8α(Vω 

不能現

起こる

wesunut-tan ana wiga gaggandans du Iairusau1wmai jah (was> 

faurbigaggands ins Iesus. jah silda1eikidedun jah afarlaistjandans 

faurhtai waurtun jah andnimands aftra tans twalif dugann im qitan 

toei habaidedun ina gadaban. 

haban gadaban 

直能過 3複 不

起こる
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一行がエルサレムへ上って行く途中、イエスは先頭に立って進んで行かれた。

それを見て、弟子たちは鴛き、従う者たちは恐れた。イエスは再び 12人を

呼び寄せて、自分の身に起とろうとしていることを話し始められた。

例文 16 Jh.6-6 

TOOTO H ~λEYεvπEIPátωνα ÙT6v' αÙTð雪 yãp 骨 ðEI T( ~μελλEVπOIElν. 

μt λλ曲 πotlω 

直能未過 3単 不能現

する

tatuh tan qat fraisands ina; it silba wissa tatei habaida tGujan. 

haban taujan 

直能過 3単不

する

こう言ったのは彼フィリポ)を試みるためであって、御自分では何を」

ょうとしておられるか知っておられたのである。

例女 17 Jh.6-71 

EλEYεV H Tdν'Ioud ανuμ曲VO宮， 1σκαPIWTOU・ OUTO雪 yaρEμEλλEV

μt λλω 

直能未過 3単

παραdld6ναtαUT6v， ErC l ιT白νdwdεκα.

παραacd曲μt

不能現

渡す

qatuh tan tana Iudan Seimonis， Iskariotu， sa auk habaida ina 

haban 

直能過 3単

galewjan， ains wisands tize twalibe. 

galewjan 

nu 



不

引き渡す

イスカリオテのシモンの子ユダのことを言われたのである。このユダは、 1

2人の一人でありながら、イエスを裏切ろうとしていた。

考察

例文 16、 17は動作主の意志ともとれるが、これらは例文 15と共に全て近接

未来を表していると考えられる。

なお、ここまでは、ギリシア語の μEλλ凪+不定詞携文は、ゴート語では助

動詞+不定詞で翻訳されているが、以下はそうではない例である。おそらく、

構文より意味を優先させたためと思われる。

D. anawairts wisan +不定詞

例文 18 1Ts.3・4

κα yap 百T<l' πpdc 奇μa宮司μEν，πPOελlyoμE νbμTν 百TIμtλλoμεν0λ(sEσeα1， 

μEλλω0λ(sω 

直能現 l複 不受現

苦難にあう

κα0品gκα1 l λlyεTO 厄α1 0 'i'dαTE. 

jah auk tan wesum at izwis， fauraqetum izwis tatei anawairt was uns 

w1san 

直能過 3単

du winnan aglitos， swaswe jah wart jah witut. 

winnan 

不

苦しむ

あなたがたのもとにいたとき、わたしたちがやがて孟笠主主主立事を、何度も

予告しましたが、あなたがたも知っているように、事実そのとおりになりま

した。

噌
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例文 19 lTm.I-16 

占λλ邑 5laTOOTO骨λε時0ηV，'(νa l νt  μ01πp品τωtν5dl;ηTα1 XPIσTd<; ， 1ησoiJ<; 

T司v aπασανμακp06v μfανπpd<; IIπOTUπωσ IV T品vμελλ6νTωνπtσTEUEIνEπ' 

αUT/ii El<; t ω両ναlwν10ν.

μtλλωπtσTεdω 

現分男複属不能現

信ずる

akei dutte gaarmaits wart. ei in mis frumistamma ataugidedi Xristaus 

Iesus alla usbeisnein du frisahtai taim ize anawartai wesun du 

galaubjan imma du libainai aiweinon. 

galaubjan 

信ずる

wisan 

直能過 3複

しかし、わたしがあわれみを受けたのは、キリスト・イエスがまずそのわた

しに限りない忍耐をお示しになり、わたしがこの方を宣斗之エ永遠の命を得ょ

うとしている人々の手本となるためでした。

考察

例文 18は予定を表していると考えられるが、例文 19は単に未来の代用であ

ると思われる。

E. skaftjan sik +不定詞

例文 20 Jh.12-4 

λlrε1 H 'Iouoa宮 o ' 1σκαPIWTη<; E r <; l κT品νμαeηTeJVαVToD. O μt λλων 

μE λλω 

αUTdνπαpα5156να1 . 

παpαd( 04)μt 

不能現

渡す

現分男単主
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qat tan ains tize siponje is， Judas seimonis sa iskariotes， izei 

skaftida sik du galewjan ina: 

skaftjan galewjan 

不

引き渡す

弟子の一人で、後にイエスを室主Lゑイスカリオテのユダが言った。

考察

例文 20は、例文 17と同じく、近接未来を表しているとみなし得る。

F. wisan +形容詞

例文 21 LC.7-2 

'EκαTOνTapxov d{ TLVO') do日λ0') καK白雪 l"xωv 背μελλεV TfλευTaν， 百官 奇v

μt λλωTfλfVτdω 

直能未過 3単 不能現

死ぬ

αUT!il fνTLμ0'). 

hundafade tan sumis ska1ks siukands swu1 tawairtja <was>， saei was 

死にかけた wisan 

直能過 3単

imma swers. 

ところで、ある百人隊長に重ん Gられている部下が、病気で死にかかってい

主。

考察

例文 21は、近接未来を表していると恩われる。

!i 4 
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以上の結果をまとめて表にしてみると、次のようになる。

訳し分け 動作主 動作主の意 近接未来 予定 単なる未

の意志 志を推量 来の代用

skulan +不定詞 2 3 3 2 

munan +不定詞 4 

haban +不定詞 1 2 

anawairts 1 l 

wisan +不定詞

skaftjan 1 

sik +不定詞

wisan +不定詞 l 

上記の表から、 skulanと munanによる訳し分けの原理がわかる。つまり、

動作主の意志を示すためには、 munan+不定詞が用いられる。そして、動作

主の意志が関与しない場合に、 skulan +不定詞が幅広く用いられる。意志

を表すことはなく、せいぜいその意志を推量する用例が見いだされる程度で

ある(例文 5、 6) 

その他の訳し分けの原理を除いては、いずれも動作主の意志とはかかわり

がないものだという事実を指摘するにとどめたい。

最後に、竹島 (1984)によれば、古典ギリシア語において未来時制は過去ー現

在ー未来という客観的な時間段階を表しているのではなく、話し手のモダリ

ティを表している。そして、各人称毎にそれぞれ異なった意味を持つ、とい

う。例えば 3人材、では、多くの場合、第三者に対する話し手の推量、まれに

第三者に対する話し手の「意志」を聞き手に伝える。しかしながら、 μtλλω 

+不定詞構文においては、話し手の意志を示した用例は皆無である。また、
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2人称では話し手の聞き手に対する「意志J、 「要求 J、 「命令J、 「脅迫J

を聞き手に直接伝えるが、 μtλλ曲+不定詞にある 2人称の例文では、そのよ

うな意味は見いだせなかった(例文 14)

次稿以降では、聖書ギリシア語の、未来「時制 j について考察していきた

いと，思う.
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